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第
六
十
七
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
る

第
六
十
七
回
定
期
総
会
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

（
火
）
午
後
一
時
半
か
ら
富
山
県
市
町
村
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。尾

田
副
会
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
、
五
十
嵐
会
長
か
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
富
山
県
知
事
（
代
読
・
有
賀
玲
子
厚

生
部
長
）
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

来
賓
紹
介
の
あ
と
、
県
の
施
策
説
明
で
、
県
健
康
課
長
・

石
﨑
智
雄
氏
よ
り
「
富
山
県
に
お
け
る
健
康
課
題
と
健
康
増

進
施
策
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
参
事
・
環

境
政
策
課
長
・
九
澤
和
英
氏
よ
り
「
「
『
デ
コ
活
』
が
目
指
す

脱
炭
素
と
豊
か
な
暮
ら
し
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
っ
た
。

定
足
数
の
確
認
後
議
事
に
入
り
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て
、
続
い
て

令
和
六
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）
・
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

次
に
、
第
六
十
九

回
富
山
県
環
境
保
健

衛
生
大
会
を
氷
見
市

で
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

令
和
六
年
度
の
役
員

が
承
認
さ
れ
た
後
、

林
副
会
長
か
ら
閉
会

の
挨
拶
が
あ
り
全
て

終
了
し
た
。

こ
の
た
び
の
能
登
半
島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
富
山
県
内
に
お
い
て
も
住
宅
被
害
・
道
路

・
田
畑
の
被
害
等
が
多
数
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
被
災
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
避
難
や
復
旧
の
中
心
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
域
の
み
な
さ
ま

の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
で
は
、
従
来
か
ら
環
境
衛
生
と
保
健

衛
生
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

近
年
、
「
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動
の
推
進
」
を
掲
げ
、
「
み
ん
な

で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
や
地
域
で
の
清
掃
活
動
を
推
進
し
、

河
川
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
す
べ
て
の
人
が
ご
み
の
河
川
や
海
へ
の
流

出
を
防
ぐ
取
組
み
を
全
県
で
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
よ
り
、
ス

ー
パ
ー
等
で
買
い
物
を
す
る
時
に
「
す
ぐ
食
べ
る
な
ら
、
手
前
に
あ
る

商
品
を
選
ぶ
と
い
う
『
て
ま
え
ど
り
』
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
是
非
、「
て
ま
え
ど
り
」
の
普
及
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
の
新
規
事
項
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
、
家
庭
で
の
取
組
み
を
推
進
す
る
「
デ
コ
活
」
の
啓
発

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。「
デ
コ
活
」
と
は
、
昨
年
七
月
環

境
省
が
提
唱
し
た
「
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創

る
国
民
運
動
」
の
愛
称
で
す
。

本
日
の
講
話
を
お
聞
き
い
た
だ
き
、
家
庭
で
で
き
る
「
デ
コ
活
」
の

推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
面
の
取
組
み
で
は
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
」
、
「
要
介

護
（
フ
レ
イ
ル
）
予
防
」
の
推
進
を
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
富
山
県
の
健
康
課
題
で
あ
る
野
菜

の
接
収
量
と
塩
分
摂
取
に
つ
い
て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
県
民
一
人
一
人
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す

我
々
の
連
合
会
が
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
一
の
環
境
先
端
県
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
度
の
新
規
事
項
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
、
家
庭
で
の
取
組
み
を
推
進
す
る
「
デ

コ
活
」
の
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。「
デ

コ
活
」
と
は
、
昨
年
七
月
環
境
省
が
提
唱
し
た
「
脱
炭
素

に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
」

の
愛
称
で
す
。

【
会

長
】

五
十
嵐

務

（
富
山
地
区
富
山
市
）

【
副

会

長
】

麦
島

紀
長

（
富
山
地
区
富
山
市
）

林

信
義

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

新

勝
田

幸
子

（
県
東
部
地
区
Ａ
朝
日
町
）

新

寳
田

和
夫

（
県
東
部
地
区
Ｂ
立
山
町
）

新

串
田

伸
男

（
県
西
部
地
区
Ａ
射
水
市
）

新

南

昭
仁

（
県
西
部
地
区
Ｂ
小
矢
部
市
）

【
専
務
理
事
】

新

尾
田

喜
則

（
入
善
町
）

【
監

事
】

新

吉
野

立
美

（
富
山
地
区
富
山
市
）

新

吉
田

伸
一
郎

（
県
東
部
地
区
滑
川
市
）

新

堀
田

隆

（
県
西
部
地
区
砺
波
市
）

【
常
任
理
事
】

白
江

祐
一

（
富
山
市
）

長
澤

男

（
富
山
市
）

山
森

潔

（
富
山
市
）

村
上

公
生

（
富
山
市
）

山
崎

清
志

（
富
山
市
）

田
中

昌
明

（
富
山
市
）

駒
井

義
次

（
高
岡
市
）

蔵

伊
佐
夫

（
高
岡
市
）

新

川
端

徹

（
高
岡
市
）

新

岩
上

勝
彦

（
黒
部
市
）

中
易

厚
司

（
入
善
町
）

新

水
島

一
友

（
朝
日
町
）

長
㔟

静
雄

（
魚
津
市
）

新

富
川

誠

（
滑
川
市
）

新

清
田

成
美

（
上
市
町
）

萩
原

勉

（
舟
橋
村
）

新

古
川

幸
二

（
立
山
町
）

林
原

克
巳

（
射
水
市
）

新

岩
木

隆
弘

（
射
水
市
）

放
生

寛
治

（
氷
見
市
）

新

加
藤

定
司

（
砺
波
市
）

大
塚

千
代

（
南
砺
市
）

新

大
沼

保
之

（
小
矢
部
市
）

叙
勲

旭
日
単
光
章

令
和
六
年
度
春
の
叙
勲
で
本
会
副
会
長

林
信
義
氏
が

受
章
さ
れ
た
。
五
月
八
日
に
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

林
氏
は
、
平
成
五
年
に
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
理

事
に
就
任
後
、
常
任
理
事
、
副
会
長
、
平
成
二
十
八
年
か

ら
同
会
長
、
並
び
に
富
山

県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

理
事
、
常
任
理
事
、
副
会

長
を
歴
任
さ
れ
た
。

約
三
十
年
に
及
ぶ
活
動

が
評
価
さ
れ
た
。

一
月
一
日
の
能
登
地
震
は
、
氷
見
市
、
射
水
市
、
小
矢
部
市

等
の
被
害
が
甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。
他
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、

様
々
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
六
年
度
の
県
大
会
が
十
一
月
十
六
日

に
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
氷
見
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
復
興
の

さ
な
か
、
県
大
会
の
会
場
を
お
引
き
受
け
下
さ
り
、
準
備
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
、

多
く
の
方
に
県
大
会
に
ご
参
加
頂
き
、
氷
見
市
の
皆
さ
ん
に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
会
報
の
一
回
目
を
総
会
と
新
役
員
報
告

を
中
心
に
Ａ
４
一
枚
で
発
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局

清
水
）

●
ひ
と
り
で
にC

O
2

が
下
が
る

☑

節
水
機
器
、
高
効
率
の
給
湯
器
を
選
ぶ

☑

環
境
に
や
さ
し
い
次
世
代
自
動
車
を
選
ぶ

☑

太
陽
光
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
入
れ
る

●
家
庭
で
み
ん
な
で
実
践

☑

ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

☑

ご
み
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
資
源
と
し
て

き
ち
ん
と
分
別
・
再
利
用
す
る

☑

地
元
産
の
旬
の
食
材
を
積
極
的
に
選
ぶ

☑

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
・
自
転
車
・徒
歩
で

移
動
す
る

☑

は
か
り
売
り
を
利
用
す
る
な
ど
、
好
き
な
も
の

を
必
要
な
分
だ
け
買
う

☑

宅
配
便
は
一
度
で
受
け
取
る

※
デ
コ
活
は
、
費
用
の
か
か
る
取
組
み
も
あ
り
ま
す
が
、

「
家
庭
で
み
ん
な
で
実
践
」
の
内
容
例
は
、
連
合
会
が
従

来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
」
、「
エ

コ
ラ
イ
フ
の
推
進
」
で
す
。
従
来
の
活
動
の
一
層
の
推
進

が
、「
デ
コ
活
」
の
推
進
に
な
り
ま
す
。


